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Ⅰ．国際会議の開催 

１．日アジア太平洋フォーラム 

(1)開 催 日 時  平成25年11月6日(水) 

 

(2)開 催 地  オーストラリア キャンベラ（於：オーストラリア国立大学） 

 

(3)主 催 者 《日本側》一般財団法人国際経済交流財団 

 《豪州側》オーストラリア国立大学 

  クロフォード公共政策大学院 東アジア経済研究所 

       East Asian Bureau of Economic Research (EABER), 

       Crawford School of Public Policy, ANU College of  

       Asia and the Pacific 

(4)出 席 者 

《日本側》 

浦田 秀次郎   早稲田大学大学院アジア太平洋研究科 教授 

長島 忠之   日本貿易振興機構（ジェトロ） 理事 

日下 一正   一般財団法人国際経済交流財団 会長 

原岡 直幸   一般財団法人国際経済交流財団 専務理事 

斎藤 伸一   一般財団法人国際経済交流財団 理事(業務担当) 

合計５名 

 

オブザーバー２名 

三浦 秀之   杏林大学 総合政策学部専任講師 （若手研究者） 

齊藤 学    日本貿易振興機構（ジェトロ）海外調査部 調査企画課 

 

《外国側》 
オーストラリア  
Shiro Armstrong  Research Fellow, Director, East Asian Bureau of Economic Research;  
       Editor, East Asia Forum, Crawford School of Public Policy, ANU  

College of Asia and the Pacific 

Peter Drysdale   Emeritus Professor, Head, East Asian Bureau of Economic Research  
and East Asia Forum, Crawford School of Public Policy, ANU College 
of Asia and the Pacific 

Andrew Elek   Research Fellow, Crawford School of Public Policy, ANU College of  
Asia and the Pacific; Inaugural Chairman, APEC Senior Officials  
Meeting (SOM) 

Michael Woods   Deputy Chairman, Productivity Commission 
（ANU主催歓迎行事ゲストスピーカー） 

 

- 1 - 



David Gruen   Executive Director, Macroeconomic Group, Treasury 
（公開フォーラム基調講演者） 

Prema-chandra Athukorala  
Professor of Economics, Arndt-Corden Department of Economics, 
Crawford School of Public Policy, ANU College of Asia and the Pacific  

（クローズド・ラウンドテーブル出席） 

Chris de Cure  First Assistant Secretary, Office of Trade Negotiations, Department of 
Foreign Affairs and Trade        （クローズド・ラウンドテーブル出席） 

Philippa Dee   Adjunct Associate Professor, Crawford School of Public Policy, ANU  
College of Asia and the Pacific    （クローズド・ラウンドテーブル出席） 

Paul Gretton  Assistant Commissioner, Trade and Economic Studies, Productivity 
Commission         （クローズド・ラウンドテーブル出席） 

Stuart Harris   Emeritus Professor, Department of International Relations, School of  
International, Political and Strategic Studies, ANU College of Asia and 
the Pacific            (クローズド・ラウンドテーブル出席） 

Paul Hubbard   Assistant General Manager, International Economy Division, Treasury 
           （クローズド・ラウンドテーブル出席） 

Kaliappa Kalirajan  Professor of Economics, Crawford School of Public Policy, ANU College  
of Asia and the Pacific    （クローズド・ラウンドテーブル出席） 

Stephen Moran   Senior Analyst, Office of National Assessments 
（クローズド・ラウンドテーブル出席） 

Yongwook Ryu   Research Fellow, Department of International Relations, School of  
International, Political and Strategic Studies, ANU College of Asia and  
the Pacific       （クローズド・ラウンドテーブル出席） 

Anthony Swan   Research Fellow, Lecturer, Crawford School of Public Policy, ANU 
       College of Asia and the Pacific  （クローズド・ラウンドテーブル出席） 

中国  
Zhang Yunling  Academy Member, Director of International Studies, Chinese Academy 

of Social Sciences (CASS) 

ERIA 
Anita Prakash   Director, Policy Relations, Economic Research Institute for ASEAN and  

       East Asia (ERIA) 

インド  
Biswajit Dhar   Director General, Research and Information System for Developing  

       Countries, India (RIS) 

インドネシア   
Djisman Simandjuntak Professor of Business Economics, Prasetiya Mulya Business School;  

Chairman of Board of Directors, Centre for Strategic and International  
Studies Foundation (CSIS) 

韓国  
Chulsu Kim    Chairman, Institute for Trade and Investment (ITI), Lee International;  
    Former Minister of Trade, Industry and Energy of the Republic of  

    Korea 
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ニュージーランド 

Gary Hawke    Emeritus Professor, Victoria University of Wellington; Senior Fellow,  
    New Zealand Institute of Economic Research (NZIER) 

フィリピン 
Thomas G. Aquino  Senior Fellow, Center for Research and Communications, University of  
    Asia and the Pacific; Former Senior Undersecretary, Department of  

    Trade and Industry of the Republic of Philippines 

シンガポール  
Hank Lim     Senior Research Fellow, Singapore Institute of International Affairs  
      (SIIA) 

台湾  
Mignonne Man-Jung Chan  
    Adjunct Associate Professor, National Chengchi University 

(国名のアルファベット順、敬称略) 

合計２４名 

 

(5)議 題 

“Asia’s Economic Challenges and Policy Choices” 

「アジアの経済的挑戦と政策選択」 

ｾｯｼｮﾝ1: Regional Trade Choices  

地域の貿易チョイス 

ｾｯｼｮﾝ2: Asia and the Global Trading System 

アジアとグローバル貿易システム 

ｾｯｼｮﾝ3: Asian Growth - Prospects and Risks  

アジアの成長－その展望とリスク 

 

(6)会議の概要 

 平成 25 年 11 月 6 日(水)に「アジアの経済的挑戦と政策選択（Asia’s Economic 

Challenges and Policy Choices）」をメイン・テーマにオーストラリア国立大学との共催

によりキャンベラで開催した。本フォーラムは、2003年の日星 EPA協定の成立を機に

「アジアの地域連携強化」を目的に各国持ち回り方式で開始され、今回のオーストラ

リア会合は各メンバーがホスト役を一巡する記念すべき会合となった。 

 今回のフォーラムでは 9カ国・1地域・１機関から 17人の専門家を招き、①地域の

貿易チョイス（Regional Trade Choices）②アジアとグローバル貿易システム（Asia and 

the Global Trade System）③アジアの成長－その展望とリスク（Asian Growth - 

Prospects and Risks）の３つのセッションで活発な意見交換を行った。この背景として

は、現在は各国とも更なる成長のために「国内の構造改革を経済政策の中心」に据え

ており、その推進役として FTA/EPAに求めていることが指摘される。 
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(7)成 果 

 今会のフォーラムで特筆されるのは以下のとおり。 

1）今回の会合は従来の１日セミナーに代わって半日の日程で行った。時間の有効

活用を図るため、今回のセミナーではプレゼンテーションを一切廃してモデ

レーターが各パネルに質問を投げかけるという新たな形で行った結果、各パネ

ルから率直な見解を引き出すことが出来、且つパネル間の活発な議論を行うこ

とができた。 

2）内容については、まず各国の「地域主義（FTA）とマルチ（WTO 等）」について

の考え・今後の方針が明確に示された。また。現在は国内改革を後押しする手

段として FTA が重視されているものの、WTO についても紛争解決等の分野で重

要な機能を有しており、今後重視すべきという点で意見の一致をみた。 

3）また、WTO については本件会議の直後にインドネシアで閣僚会議が予定されて

いたこともあって、「TPPと RCEPの相関性とともにこれらメガ FTA と WTOとの

関係」についても活発な議論がなされた。 

4）さらに最後のセッションにおいては安全保障と経済の関係について様々な打開

策が提案された。 

5）参加者による本フォーラムの評価は、5段階評価で平均 4.54点であった。 

 これらの議論・示唆は今後各国の政府にとっても大いに参考になると考える。また、

議論の中身をより多くの方々に周知させるべく一層の広報活動を行うことが重要と

の意見も多くあり、詳細な内容を当財団ホームページに掲載し、成果普及に努める。 

 

本事業は競輪の補助を受けて実施した。 

 

 

２．日米フォーラム 

(1)開 催 日 時  平成25年10月2日(水) 

 

(2)開 催 地  米国 ニューヨーク（於：コロンビア大学） 

 

(3)主 催 者   《日本側》一般財団法人国際経済交流財団 

       《米国側》The Center on Japanese Economy and Business at 

          Columbia Business School  

       コロンビア大学ビジネススクール  

     日本経済経営研究所 

       The Center for Japanese Legal Studies, Columbia  

     Law School 

       コロンビア大学ロースクール  

     日本法研究センター 
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(4)出 席 者 

《日本側》 

加藤 創太    国際大学 教授、東京財団 上席研究員 

柯  隆 株式会社富士通総研 経済研究所 主席研究員 

日下 一正 一般財団国際経済交流財団 会長 

斎藤 伸一 一般財団法人国際経済交流財団 理事（業務担当） 

合計４名 

オブザーバ－１名 

寺地 幹人 国際大学 研究員・助教（若手研究者） 

 

《米国側》 
Yasheng Huang   International Program Professor in Chinese Economy and Business;  

Professor of Global Economics and Management, MIT Sloan School  
of Management 

 
Gary Clyde Hufbauer Reginald Jones Senior Fellow, Peterson Institute for International  

Economics 
 
Merit E. Janow   Dean; Professor of Professional Practice, International Economic  

Law & International Affairs, School of International and Public  
Affairs, Columbia University 

 
Roger Kubarych   International Adviser, Craig Drill Capital; Former National 

Intelligence Manager, National Intelligence Council  
 
Edward Lincoln   Professorial Lecturer, George Washington University; Adjunct 
       Professor of Economics, Department of Economics, Columbia  

University 
 
Christopher J. Mayer Paul Milstein Professor of Real Estate, Finance & Economics  
       Division; Research Director, Paul Milstein Center for Real Estate;  

Co-Director, Richard Paul Richman Center for Business, Law, and 
Public Policy, Columbia Business School 

 
Curtis J. Milhaupt  Parker Professor of Comparative Corporate Law; Director of the  
       Parker School of Foreign and Comparative Law; Fuyo Professor of  

Japanese Law; Director of the Center for Japanese Legal Studies,  
Columbia Law School 

 
Alicia Ogawa    Senior Advisor, Center on Japanese Economy and Business,  

Columbia Business School, Adjunct Associate Professor, School of 
International and Public Affairs, Columbia University 

 
Hugh Patrick    R.D. Calkins Professor of International Business Emeritus and  

Director, Center on Japanese Economy and Business, Columbia  
Business School; Co-Director, APEC Study Center, Columbia  
University 

 
Kazuhiko Toyama  Representative Director and CEO, Industrial Growth Platform, Inc. 
       ／冨山和彦 株式会社経営共創基盤 代表取締役 CEO 

合計１０名                 （アルファベット順／敬称略） 
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(5)議 題 

“State Intervention and Private Enterprise: Japan, the U.S., and China” 

「国家の企業経営への介入とその是非：日本、米国、中国」 

ｾｯｼｮﾝ1： United States 米国 

ｾｯｼｮﾝ2： China   中国 

ｾｯｼｮﾝ3： Japan   日本 
ｾｯｼｮﾝ4： Roundtable ラウンドテーブル 
 

(6)会議の概要 

 平成 25年 10月 2日（水）コロンビア大学ビジネススクール日本経済経営研究所、 
及び同ロースクール日本法研究センターとの共催により、ニューヨークのコロンビア

大学において、「国家介入と民間企業」のメイン・テーマの下で公開シンポジウムを

開催した。 
 これは 2008 年のリーマンショックによる景気低迷から各国とも国家による企業経

営への介入が目立ってきたことから、その是非を検討するとともに今後の動向を占う

目的で行ったもので、シンポジウムでは日米中の国別に３つのセッションを設け、各

セッションでは冒頭に各国の有識者が「国家の企業経営への介入」について発表を行

い、その後有識者の発言及び意見交換を行った。 
 最後のラウンドテーブルでは、各国より 2 名、計 6 名のスピーカーを壇上に迎え、

より国際的な見地から議論を行うとともに、聴衆からの質疑応答も行った。 
 

(7)成 果 

 成果としては、各セッションでの専門家のプレゼンテーション及び意見交換を通じ

て、 
1）日米中における国家の企業経営への介入の相違点、 

2）同国家介入の基準が明確になったことに加え、 

3）今後、国家が介入する際の国際基準設定の必要性について共通の認識 

が示されたことが挙げられる。 
 今回のシンポジウムでは日米中から合計 13 名の専門家を招いたが、各国ともこの

分野を専門とする教授陣に加え、実務経験者、シンクタンク研究者等をバランスよく

配置することが出来、質の高い議論を行うことが出来た。 
 これらの議論の詳細は既にコロンビア大学及び当財団のホームページに掲載され

ており今後幅広い広報効果が期待される。 
 また、今フォーラムから新たな試みとして「若手研究者」の参加を得たが、同研究

者からも内容・情報量とも素晴らしく、人脈の形成にも大変役立ったとのコメントが

寄せられている。なお、本フォーラムの聴衆は 109名であった。 
 

本事業は競輪の補助を受けて実施した。 
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３．日欧フォーラム 

 

(1)開 催 日 時   平成25年7月12日(金) 

 

(2)開 催 地   フランス パリ（於：パリ商工会議所） 

 

(3)主 催 者    《日本側》一般財団法人国際経済交流財団 

     《欧州側》フランスアスペン研究所 

       Institut Aspen France 

 

(4)出 席 者 

《日本側》                  

有馬  純    ジェトロ・ロンドン事務所 所長 

伊藤 隆敏    東京大学大学院経済学研究科（兼） 

東京大学公共政策大学院 教授 

金子 知裕    経済産業省 通商政策局 通商機構部 参事官（全体統括） 

中富 道隆    経済産業研究所 コンサルティングフェロー 

日下 一正    一般財団法人国際経済交流財団 会長 

原岡 直幸    一般財団法人国際経済交流財団 専務理事 

斉藤 伸一    一般財団法人国際経済交流財団 理事（業務担当） 

合計７名 

 

《欧州側》 
Cécile André    Deputy Chief Executive Officer of the Equipment Finance Business Line  

Member, Paris Ile-de-France Regional Chamber of Commerce and  
Industry (CCIR-PIDF) 

Patrick Aubert    Deputy Secretary-General at the French Pension Advisory Committee  
(Conseil d’orientation des Retraites-COR) 

Jean-François Ballorain  Owner & Managing Director, THE JF STEEL HUB 

Fatih Birol     Chief Economist at the International Energy Agency, Paris 

Martine Bizouard-Hayat Co-Chairman of the Managing Board, Aspen Institute France, Founder  
and President, Terra Incognita 

Noriko Carpentier Tominaga   
Director, Comité d’Echanges Franco-Japonais (CEFJ) 

Frédéric Chiche   Partner, Benoit & Associés 

Benoît Coeuré    Member of the Board Executive, European Central Bank 

Jean-Yves Colin   Former Banker, Member, Asia Center 

Jean-François Di Meglio President, Asia Center 
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Orianne Duprat-Briou  President Managing Board, Aspen France, Chief of Tax Bureau,  
Personal Tax, Ministry of Finance, France 

Alice Ekman    Research Fellow, China, Center for Asian Studies, French  
Institute of International Relations 

Kunikazu Fujiwara    Directeur Général of Corporate Communication, Shiseido International  
Europe 

Pierre-Antoine Gailly  Chairman, Paris Ile-de-France Regional Chamber of Commerce and  
Industry (CCIR-PIDF) and Comité d’Echanges Franco-Japonais  

Renaud Guidée    Member of the Managing Board, Aspen Institute France;  
Executive Director Goldman Sachs, Paris 

Satoshi Imai    President, Nomura Bank, France 

Jérôme Itty     Secretary General, Japan European Conference Aspen, Mission Leader,  
General Inspection, Ministry of Finance, France 

Françoise Klein    Chief Asia Bureau, Treasury, Ministry of Finance, France 

Olivier Mellerio President Mellerio International, President Interfinexa, Member, 
CCIR-PIDF, and Vice-Chairman, CEFJ 

Patrick Messerlin   Professor of Economics (Emeritus), Sciences Po, Paris  
Director, “Groupe d’Economie Mondiale” (GEM), Sciences Po 

Claude Meyer    Senior Research Fellow, “Groupe d’Economie Mondiale” (GEM),  
Sciences Po, Professor CFJM (French-Japanese Management Center),  
Rennes University, Member, Scientific Committee, Europe-Asia  
Program, Sciences Po 

Isabelle Nahum    Deputy Director Legal Service, Artémis 

Etienne Oudot de Dainville Trade and Investment Policy, Economic Counselor, Treasury, Ministry  
of Finance, France 

Céline Pajon    Research Fellow Specializes in Japan’s Domestic Politics, Foreign  
Policy, and Defense Posture, Ifri Center for Asian Studies 

Mineaki Saito    Deputy CEO, Hermès International 

Christian Sautter   Former Finance Minister, France 

Janet Steinmetzer   Member of the Managing Board, Aspen Institute France 

Nicolas Tenzer    Member of the Managing Board, Aspen Institute France, President,  
The Initiative for the Development of French Expertise 

Koji Toyokuni    Director General, Japan External Trade Organization (JETRO), Paris 

Patrice Vial     Senior Advisor, Hawkpoint Partners Limited 

François Vidal    Deputy Editor at Les Echos, The French Economic Daily 

Philippe Waetcher   Chief Economist, Natixis Bank, Paris 

Hélène Zwang    Head of Institutional Affairs and Business Diplomacy  
Department at the International European Affairs Division 

合計３３名                                  （アルファベット順／敬称略） 
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(5)議 題 

“EU-Japan Economic Relations: Present and Future” 

｢日欧経済関係：現状と今後｣ 

ｾｯｼｮﾝ1：  Economic Session “Diverging European and Japanese Strategies” 

経済問題“欧州と日本の戦略の違い” 

 What are the lessons from the Eurocrisis? How are European countries going to 

manage this challenge? 

欧州債務危機からの教訓とは。欧州諸国はこの危機にどのように対処するのか 

 Assessment of Abenomics: What are the major effects witnessed so far and what 

should we expect? 

アベノミクスの評価：現時点までの効果と今後の見通し 

 What kind of structual reforms are required in both Japan and Europe? 

日欧ともにどのような構造改革が必要か 

ｾｯｼｮﾝ2： Trade Session “International Implications of Regional Integration” 

通商問題“地域統合の国際的影響” 

 Free trade agreements, a new hope for growth? 

自由貿易協定、新たな成長戦略となり得るか 

 China's rise: Opportunity or challenge? 

中国の台頭：チャンスか挑戦か 

ｾｯｼｮﾝ3： Future Prospect Session “Middle to Long Term Impediments for  

Sustainable Economic Growth” 

今後の見通し“持続可能な経済成長への中長期的な阻害要因とは” 

 Energy and environment: What kind of impact will the US’s strive for energy 

independency (thanks to the shale gas revolution) have on both “energy 

consuming” and “energy exporting” countries? 

エネルギーと環境問題：米国がエネルギー自立国（シェールガス革命の恩恵 

で）へと突き進んでいることは、「エネルギー消費国」「エネルギー輸出国」

の双方にどのような影響を与えるか 

 Ageing Society: Is an ageing society an opportunity or an impediment for 

sustainable economic growth? 

高齢化社会：持続可能な経済成長にとって高齢化社会は阻害要因か促進要 

因か 

 

 

 

 

(6)会議の概要 

 日欧フォーラムは、平成 25年 7月 12日(金)にフランス・アスペン研究所との共催
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により「日欧経済関係：現状と今後」をメイン・テーマにパリで開催した。この背景

としては、一昨年から昨年にかけて EU の財政危機が世界経済の先行きに大きな不安

を与えた一方で、最近のわが国経済は「アベノミクス」の導入により大幅な改善をみ

ており彼我の相違が鮮明になってきていること、及び、現在進行中の日 EU/FTA の今

後の動向が注目されていること等が挙げられる。 
 具体的には今回のフォーラムでは、①変容する EU 及び日本の戦略、②地域統合の

持つ国際的インプリケーション、③今後の持続的成長にとっての中長期的課題、の３

点についてそれぞれ３つのセッションにおいて日・EUの専門家・有識者の間で活発な

意見交換を行った。 

 

(7)成 果 

今次フォーラムの成果としては以下の諸点が挙げられる。 

1）日 EU双方の出席者は、現役政府高官・OB、大学教授、大手企業代表、商工会

議所等の団体幹部のほか欧中央銀行、IEA幹部と広範に亘り、典型的なトラッ

ク 1.5となり終始質の高い議論が展開された。 

2）議論を通じて彼我の政策についての理解を深めることが出来、とりわけ「ア

ベノミクス」の理解を深める良い機会となった。 

3）メガ FTAの利点と注意点（ルール堅持の必要性）、世界秩序維持の観点からす

ると中国に対し日米EUが協力関係を結ぶことが重要であるとの共通認識を持

つことが出来た。 

4）米国のシェールガス革命が、世界のエネルギー業界や貿易・政治・環境へ与

える影響や懸念について共通の認識を得ることが出来たのに加え、高齢化問

題についても日EU間で具体的な協力が可能であることで認識が一致し今後の

具体化が期待される。 

 

本事業は競輪の補助を受けて実施した。 
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Ⅱ．情報の発信 

１．定期刊行物の発行 

当財団は、日本の経済、産業、政治の動向や社会的・文化的側面を幅広く紹介し、

世界の人々の理解を深めることを目的として、海外向け英文情報誌「JOURNAL OF 

JAPANESE TRADE & INDUSTRY」を隔月に定期刊行してきた。日本が発行している英文

刊行物は、日刊英字新聞を除けばその種類、発行部数ともに非常に少ないこと、また

諸外国における日本についての報道は、その大部分が経済に関する事項であり、それ

以外の事柄も同程度に取り上げられているとは言いがたく、日本の実情がバランスよ

く伝わってはいない状況にある。このため、正確で質の高い情報を継続的に発信する

ことが本誌の担う重要な役割であるとの認識のもと、昭和57年の刊行以来、32年間、

188号にわたって幅広い情報を発信してきた。 

平成16年1月(2004年1/2月号、通巻133号)からは、誌名をより内容に即した「Economy, 

Culture & History JAPAN SPOTLIGHT Bimonthly」へと改称するとともに、レイアウ

トや表紙のデザインも一新した。日本の経済状況を理解するためにはその背景ないし

根源にある問題を理解する必要があるとの観点から、タイムリーな特集記事、時事ト

ピックス、日本の歴史、文化、芸術などのほか、国際問題に対する日本からの質の高

い洞察なども交え、バラエティに富んだテーマとトップクラスの信頼性を兼ね備えた

英文情報誌として、日本また世界の実情を紹介するべく努力を重ねている。 

読者層は欧米を中心に、公的機関をはじめ、大学、図書館、商工会議所、学識経験

者、各界のオピニオンリーダーなど広範囲に及び、内容・質ともに高く評価されてい

る。 

平成23年度(2011年5/6月号､通巻177号)からは、当財団のホームページ上にてEブッ

クでのみの配信となった。印刷版は無くなった訳であるが、紙の節約にもなり、環境

に配慮した広報としても新しく生まれ変わった。 

その他、米国議会図書館、在東京デンマーク大使館、東北学院大学、ジェトロ等の

団体や個人より購読の申し込みがあったり、学習塾SAPIXの教材（中学部入試模擬試

験問題）や代々木ゼミナールのテキストとして掲載記事が取り上げられたりした。 

また、執筆者が所属機関のホームページへ転載したいと申し出たり、所属機関が転

載を申し込んできたりすることも多く、今年度は東京大学経済学研究科、みずほ証券

投資情報部、公益財団法人国際通貨研究所、一橋大学のホームページで、記事が紹介

された。 

 

① 各号の主要テーマ(COVER STORY) 

毎号カバーストーリーとして、経済はもとより様々な主題を取り上げ、寄稿者

には第一線で活躍中の財界人、学者、ジャーナリストなどの学識経験者を迎えて、
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明確な視点からその実態をわかりやすく解説している。平成25年度の各号におけ

る主要テーマは次のとおりである。 

●2013年 5/6月号 「産業政策 - 成長を促進する第三の原動力」 

●  〃   7/8月号 「通商白書2013」 

●  〃  9/10月号 「“アベノミクス”と日本経済の未来」 

●  〃 11/12月号 「アベノミクスが世界経済に与える影響」 

●2014年 1/2月号 「高齢化社会における社会保障」 

●  〃   3/4月号 「ソフトパワーとしての日本文化」 

 

②主要な論文の概要 

●カバーストーリー「通商白書2013」 (2013年7/8月号掲載) 

生産性の問題に焦点を当てた2013年の通商白書を受け、この号では定量分析

や世界各国と比較した我が国の生産性の状況などについて、日本人専門家の

方々に執筆していただいた。 

「通商白書 2013-Summary ～ Achieving Productivity Enhancement & Economic Growth by 

Internalizing the Dynamism of the Global Economy」 経済産業省 通商政策局 企画調査室 

「生産性の産業別国際比較と日本の生産性」          乾 友彦（日本大学 経済学部 教授） 

「震災後の日本企業と非製造業の海外展開」  

田中 鮎夢（摂南大学経済学部 講師/独立行政法人経済産業研究所 リサーチアソシエイト） 

「コーポレート・ガバナンスの強化こそ生産性向上への近道」 

根津 利三郎（株式会社富士通総研 経済研究所 エグゼクティブ・フェロー） 

「マクロ・マイクロ・データからみる日本の経済成長と生産性｣ 

松浦 寿幸（慶應義塾大学産業研究所専任講師） 

「High-Purity Containers: Miraial Ensures Safe Travel for Silicon Wafers」 

渋木 直美（ミライアル株式会社 経営企画室） 

「フランス人目線の“クール・ジャパン”“Japan in Motion”について」 

川上 伸一（株式会社テイ・エス・エス・プロダクション 代表取締役社長） 

 

●カバーストーリー「アベノミクスが世界経済に与える影響」 (2013年11/12月

号掲載) 

前号でのアベノミクスの紹介に続き、この号ではアベノミクスの世界経済に

対する影響に焦点を当てている。マクロ政策をはじめ多くの背景要因に左右さ

れる為替レートの変動予測に注目し、さらに為替レートの変動が世界経済に与

える影響を評価した。 

「Abenomics, the Japanese Economy & the Value of the Yen」 

 佐久間浩司（国際通貨研究所 経済調査部長） 

「ドル円相場の中長期的見通し」鈴木健吾（みずほ証券チーフ FXストラテジスト＆FXストラテジスト） 

「円安の日本経済、海外からの投資を呼び込み成長促進を」小黒一正（法政大学経済学部准教授） 
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「How Will China Change Its Development Model?」 

柯隆（株式会社富士通総研 経済研究所 主席研究員） 

「The Yen’s Depreciation & Its Impact on Trade in Asia & Japan」 

Hank Lim （Senior Research Fellow, SIIA） 

「The Impact of “Abenomics” on Emerging Markets in East Asia」 

Josef Yap (former president of the Philippine Institute for Development Studies) 

 

●カバーストーリー「ソフトパワーとしての日本文化」 (2014年3/4月号掲載) 

ある国の文化は、有形・無形のさまざまなものによって象徴される。映画や

食べもの、ファッションなど「目に見えるもの」だけでなく、人々の習慣や行

動、考え方などもまた、その国のイメージを決定づけるうえで重要であるとい

える。この号では、多様な要素をもつ日本の文化にスポットを当て、文化が外

交政策に果たす役割について考察した。 

「The Realms of Power in Cultural Diplomacy from France’s Perspective ~ Mr. Bertrand Fort 

（Conseiller Culturel, Directeur de l'Institut français du Japon）インタビュー」 

Elena K. Johansson (Writer & Journalist) 

「In Search of Culture」                                          Koh Wilson 

「Omoiyari – Japan’s Cultural Strength」                              Min Joo Kim 

「Okonomiyaki— A Long-Established Favorite in Japanese Cuisine」             Jei Hee Hong 

「Japanese Cultural Attractions in a Modern & Global Context」 

Sanjeev Sinha ((株)サン・アンド・サンズ グループ代表取締役社長) 

「Japanese Culture & Small Business — One Key to the Economy」 

Traci Consoli (Chief Executive Cow Herd, Pink Cow Reservations & Events) 

「Japan Library: Pukapuka」     Jillian Isabelle Yorke (Japan-related translator, writer, and editor) 

「A Compass on Japan’s Foreign Tourism Ahead of the Tokyo Olympics 2020 ~ Stefan Schauwecker

氏（ジャパンガイド株式会社代表取締役、japan-guide.com webmaster）インタビュー」 

Elena K. Johansson (Writer & Journalist) 

「Can Cultural Ambassadors Build Bridges?」              Roland Kelts (Author of Japanamerica) 

「Crossing Borders with Comedies」               緒方 篤 （映像作家・脚本家・俳優・映画監督） 

「Adventures of a Japanese Restaurateur in California」  当銘
と め

 由盛 （Sushi Ran（すし蘭）オーナー） 

「Japanese Fashion: Global Appeal & Future Prospects」 

栗山 春香 （日本ファッションウィーク推進協議会 PR 担当） 

「The Soft Power of Japanese Culture as a Means to Peace & Prosperity ~ Robert Dujarric, Parissa 

Haghirian, 原岡直幸専務理事による座談会」 
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●SPECIAL ARTICLE 

各分野の最前線で活躍する研究者、著名人による単発のコラム。平成25年度

は国際貿易投資研究所（ITI）高橋俊樹研究主幹による中国-ASEAN FTA分析フォ

ローアップ記事、ヤングズタウン州立大学 Paul Sracic教授による日中韓FTA

に対する米国の見解についての記事、OECD貿易農業局 Ken Ash局長によるグ

ローバル・バリュー・チェーン（世界的な価値連鎖）に関する記事、慶応大学

のRabinder N. Malik客員講師によるDIC（Discover India Club）についての

記事、国際経済交流財団（JEF）渡辺昌子主任による女性の活用についての記

事等を掲載した。 

 

本事業は競輪の補助を受けて実施した。 
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２．インターネットの活用 

(1)ホームページによる情報発信 

インターネットの世界規模での飛躍的な拡大に的確に対応し、これを最大限に

活用することによって本誌掲載論文の内容を広く世界へ敷衍するため、1995年の

11/12月号以降英文情報誌、掲載論文の一部を当財団のホームページ上に掲載して

きた。2004年1月からは雑誌名称変更に伴い、ホームページのリニューアルを行い、

雑誌の定期購読者にはパスワードを発行し、インターネット上でも雑誌紙面と同

様のデータ(PDFファイル)にアクセスできるようにした。 

また効果的で分かりやすいWebサイトを目指してデザインを一新し、2006年3月

にはバックナンバー機能をより使いやすいものに整備した。 

更に2011年5/6月号からは、当財団のホームページ上のみの配信としたことに伴

い、Eブック化を行った。これにより、今後も一層多くのアクセスが見込まれる。 

(アドレス：http://www.jef.or.jp/journal/index.html) 

 

 

 

(2)JEFホームページのアクセス状況 

利用者がホームページにアクセスして来た際に記録されるアクセスログに基づ

く分析結果は次のとおり。 

 

 

① アクセス数(利用者数)の推移 

2,221,897 

1,608,799 
1,815,866 

2,577,014 
2,899,287 

3,649,073 

0
500,000

1,000,000
1,500,000
2,000,000
2,500,000
3,000,000
3,500,000
4,000,000

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度
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② 国別のアクセス状況 

ホームページには、世界各国よりアクセスがあり、上位30カ国からのアクセス

数は次のとおりである。 

 

(集計期間：2013年4月～2014年3月末) 

順位 国名 アクセス数 
 

順位 国名 アクセス数 

1 日本 1,775,146 
 

16 スイス 2,252 

2 米国 440,617 
 

17 インドネシア 2,144 

3 ドイツ 109,593 
 

18 ベトナム 2,141 

4 中国 10,929 
 

19 イタリア 1,634 

5 フランス 8,104 
 

20 フィンランド 1,325 

6 台湾 6,315 
 

21 韓国 1,302 

7 オーストラリア 6,156 
 

22 ウクライナ 1,216 

8 ロシア 6,076 
 

23 ベルギー 1,162 

9 英国 5,721 
 

24 オーストリア 1,156 

10 インド 4,702 
 

25 オランダ 1,014 

11 カナダ 4,662 
 

26 トルコ 1,009 

12 シンガポール 3,917 
 

27 チェコ 843 

13 ブラジル 3,728 
 

28 カンボジア 808 

14 タイ 3,253 
 

29 
イギリス領インド洋

地域 
710 

15 メキシコ 2,968 
 

30 ポーランド 672 

    (注1：アクセスがあったもののうち国別ＩＰが判明したものを集計) 

    (注2：日本のアクセス件数は在日外国人のアクセスを含む) 

 

 

 

(3)データベース「ダイアログウェブ」と｢ファクティバ｣への掲載論文の提供 

欧米の有力なデータベース・インフォメーション・ネットワークである「ダイ

アログウェブ」(米国のダイアログ社と英国のフィナンシャル・タイムズ社による

共同運営)から、本誌に掲載される論文を同社のデータベースに載せたいとの要請

があったのに応じて、1998年度以降毎号の弊誌掲載論文が同社の「ダイアログウェ

ブ」を通じて全世界に提供されている。このデータベースは世界のニュースを包

括的に配信するデータベースで、世界各地の主要な新聞、ビジネス誌、通信社配

信を収録している。 

また、英国のロイター社と米国のダウ･ジョーンズ社が共同運営し、ウェブサイ

トとコンテンツ統合ソリューションを通じてトップクラスのグローバルニュース

やビジネス情報を提供している｢ファクティバ｣にも本誌記事を掲載している。

｢ファクティバ｣のビジネス情報データベースにはダウ・ジョーンズ社とロイター

社から供給されるニュースワイヤーや、ウォールストリートジャーナルのほかに、

世界各国の8,000以上にのぼる情報ソースが含まれている。 
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Ⅲ．国際経済関係の調査研究 

１．グローバルガバナンスセミナー 

(1)開催趣旨 

 WTOの機能不全に代表されるようなグローバルガバナンスの脆弱化について、その

緊急性に鑑み、国際政治、国際法、国際経済の専門家を集めて自由な討論を行った。 

 

(2)開催実績 

 平成25年7月26日(金）国際文化会館において、国内外の安全保障、マクロ経済運営、

エネルギー・環境、貿易問題の著名なエキスパートを招き、世界における政治経済上

の重要課題をマネージするために、どのようなグローバル・ガバナンスが適切である

かをテーマにした公開ワークショップを開催した。 

 

第3回 JEF Workshop 平成25年7月26日(金) 

“Global governance in the 21st century - towards establishment of responsible leadership” 

Yasushi Akashi Chairman, International House of Japan 

Alan S. Alexandroff Director of Online Research and the Director of the Global 
 Summitry Project (GSP); a Senior Editor for the Global Summitry 

Journal at the Munk School of Global Affairs, the University of 
Toronto 

Marcos Bezerra Abbott Galvao 
Ambassador of Embassy of the Federative Republic of Brazil in 
Japan 

David F. Gordon Head of Research and director of global macro analysis, Eurasia 
Group 

John Ikenberry Albert G. Milbank Professor of Politics and International Affairs 
at Princeton University in the Department of Politics and the 
Woodrow Wilson School of Public and International Affairs 

Takashi Inoguchi Professor Emeritus, The University of Tokyo; President, 
University of Niigata Prefecture 

Kazumasa Iwata President, Japan Center for Economic Research; Emeritus 
Professor, The University of Tokyo 

Moon Chung-in Professor, Dept. of Political Science, Yonsei University, 
Editor-in-Chief of Global Asia, a quarterly magazine in English, 
and Executive Director of the Kim Dae-jung Presidential Library 
and Museum 

Takashi Onishi President, Science Council of Japan 

Yasuaki Onuma Distinguished Professor, Meiji University, Faculty of Law; 
Emeritus Professor of University of Tokyo 

- 17 - 



Vaclav Smil Distinguished Professor Emeritus, Faculty of Environment, 
University of Manitoba; Fellow of the Royal Society of Canada 

Rizal Sukma Executive Director of the Center for Strategic and International 
Studies, Indonesia 

Yves Tiberghien Stanford University, Associate Professor of Political Science and 
the Director of the Institute of Asian Research at University of 
British Columbia 

Zhang Yunling Professor, Academy Member and Director of International 
Studies, Chinese Academy of Social Science(CASS); President of 
China Association of Asia-Pacific Studies 

Noboru Hatakeyama Former Chairman and CEO, Japan Economic Foundation; 
President of International Trade and Investment Research 
Institute 

Kazumasa Kusaka Chairman and CEO, Japan Economic Foundation 

Naoyuki Haraoka Executive Managing Director, Japan Economic Foundation  

Shinichi Saito Executive Director, Japan Economic Foundation;  
Former Ambassador to Nicaragua from Japan 
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Ⅳ．人的な国際交流 

１．学識者招聘 

○招聘者名： Hon. Isak KATALI（ナミビア共和国） 

役  職： ナミビア共和国 鉱山・エネルギー大臣（2010年3月就任） 

期  間： 平成25年9月24日(火)～29日(日） 

日本に関する知識は有するが来日経験の乏しい要人を招聘し、我が国の官界、産

業界、学界等の要人との意見交換や講演会等を通じて、両国間の相互理解と人脈形

成を促進する目的で、海外要人招聘事業を実施している。 

平成25年度はナミビア共和国のイサク・カタリ鉱山・エネルギー大臣を招聘した。 

  ナミビアは、ウラン、ダイヤモンドや天然ガス田等の豊富な鉱物資源、世界有数

の漁礁、牧畜に適した温暖な気候等、サブサハラ・アフリカ諸国のなかでも高い潜

在力を有し、民主的な政治運営で、自由で開かれた経済体制作りを進めている。ま

た、天然ガス、ウラン開発、底魚漁業において日本企業が関与しており、経済協力

を通じた同国との関係強化は、我が国企業の活動支援や我が国のエネルギー及び食

料安全保障にとって重要である。 

 同大臣は、9月24日から29日までの滞在中に、経済産業省、財務省、JBIC、JOGMEC、

JICA等の機関や企業と会合し、既に具体化しつつある火力発電所向け天然ガス販売

事業等について、技術協力、資金協力等の話し合いを行った。特に、これらのプロ

ジェクトの日本・ナミビアの担当者が、実務的な話し合いの機会を持つことが出来

た。 

 本招聘事業を通じ、ナミビア共和国とのより深い二国間関係が構築できた。 

 

本事業は競輪の補助を受けて実施した。 

 

 

２．学識者派遣 

○派遣者名： 森嶌 昭夫  加藤・西田・長谷川法律事務所 弁護士 

（特定非営利活動法人日本気候政策センター 前理事長） 

 期  間： 平成25年9月18日(水)～9月21日(日) 

 当財団は、2010年9月よりローマクラブの日本支部事務局を担っており、現在まで、

実行委員会（明石康元国連事務次長を委員長、黒川清政策研究大学院大学教授、小宮

山宏三菱総合研究所理事長、川口順子元外務大臣等が主要メンバー）を5回にわたり

開催し、日本としての地球環境問題へのあるべき貢献を議論しているところである。 
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 また、日本支部事務局はローマクラブ本部のシンポジウム・セミナーへの参加を日

本の有識者に促すことを当面の役割としており、本年度は、2013年9月19日から21日

まで、カナダのオタワで開催されたローマクラブの年次総会に森嶌昭夫特定非営利活

動法人日本気候政策センター前理事長を派遣した。 

 総会は、“The Governance of the Commons”(「公共財に対するガバナンス」)が

テーマであり、森嶋氏から、大気や水資源などの環境における公共財を保全するため

には、私有権を保証する市場経済における法の支配の機能を正しく理解した上で、新

たなルールとガバナンスを作る必要があるとの発言を行った。 

 今後とも、外国の有識者・専門家との意見交換を通じて相互理解を深め、日本から

の発信力を高めるためにも、同種の会議には継続して参加者を派遣したい。 

 

 

３．ローマクラブ日本支部 

(1)開催趣旨 

平成22年度より、当財団はローマクラブ日本支部事務局の役割を担うこととなり、

日本支部創設に当たり、実行委員会を組織した。当面は、本部主催のシンポジウム、

セミナーへの参加を日本の有識者に促すことを主たる役割とする。 

ローマクラブ(The Club of Rome)は、現在スイスのヴィンタートュール市(Winterthur)

に本部を置く民間のシンクタンクで、当財団がその日本支部となっている。 

ローマクラブは、最初1968年4月に立ち上げのための会合をローマで開き、最初の

報告書「成長の限界」(1972年)で地球環境問題を地球規模の最大の問題として提起し

て以来、累次にわたり世界的課題について先見的で主流となる提言をし、長きにわた

り国際的な世論形成に大きな影響力と存在感を持ってきた。 

21世紀に入り、ローマクラブは再組織され、活動を強化していくことを決め、2008年

に本部をスイスのヴィンタートュール市に置き、シンクタンクを設置し、再度地球環

境問題について議論し、意見発表をする活動を活発化させた。2010年6月時点で会員

数は全世界で1,500人、30カ国にナショナル・アソシエーションが存在している。 

このような欧州の動きに伴い、2010年に本部事務局より日本でもローマクラブを再

開してはどうかとの働きかけがあり、当財団は地球環境問題に高い関心を有している

ことから、当財団がローマクラブ日本支部の役割を担うことになった。 

日本支部創設にあたり、当財団は実行委員会を組織し、第一回会合を2010年（平成

22年）9月27日に開催し（事務局長は当財団の原岡専務理事）、爾来会合を開催して

いる。 

日本支部の役割は、当面、ローマクラブ本部が開催する国際シンポジウム等に日本

からの有識者の出席を促すことを主としている。 

平成25年度は、ローマクラブ主催の国際会議に学識者派遣を行った。（上記２.参

照） 
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(2)メンバー 

赤井 誠 (独)産業技術総合研究所 招聘研究員 

明石 康 公益財団法人国際文化会館 理事長 

有馬 利男 富士ゼロックス 相談役特別顧問 

石原 邦夫 東京海上日動火災保険(株) 取締役会長 

枝廣 淳子 NGOジャパン・フォー・サステナビリティ(JFS) 代表 

大来 洋一 政策研究大学院大学 名誉教授 

川口 順子 自民党 参議院議員 

北島 信一 三井住友海上(株) 顧問 

黒川 清 政策研究大学院大学 アカデミックフェロー 

小島 明 政策研究大学院大学 理事・客員教授 

小宮山 宏 (株)三菱総合研究所 理事長 

白石 隆 内閣府総合科学技術会議 常勤議員 

末松 義規 民主党 前衆議院議員 

武内 和彦 国際連合大学 副学長 

豊田 正和 一般財団法人日本エネルギー経済研究所 理事長 

長村 政明 東京海上日動火災保険(株) 経営企画部部長兼 CSR室長 

西村 六善 内閣官房 内閣官房参与 

畠山 襄 一般財団法人国際貿易投資研究所 理事長 

浜中 裕徳 公益財団法人地球環境戦略研究機関 理事長 

福川 伸次 一般財団法人地球産業文化研究所 顧問 

松橋 隆治 東京大学大学院 教授 

森嶌 昭夫 特定非営利活動法人日本気候政策センター 理事長 

安本 皓信 一般社団法人日本機械工業連合会 副会長 

山地 憲治 公益財団法人地球環境産業技術研究機構 理事・研究所長 

山田 興一 (独)低炭素社会戦略センター 副センター長 

米村 紀幸 グローバルビジネスサポート(株) 代表取締役 

日下 一正 一般財団法人国際経済交流財団 会長 

原岡 直幸 一般財団法人国際経済交流財団 専務理事 

斎藤 伸一 一般財団法人国際経済交流財団 理事 
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４．国際経済交流銀座等懇談会 

(1)開催趣旨 

 「国際経済交流銀座等懇談会」は、地元銀座地域の国際経済交流の一層の推進

の一助とするべく、当財団が事務局となり、当財団の会議室で月１回程度開催し

ているものであり、出席者は当地域のエグゼクティブの方々を中心としている。 

なお、平成25年度には第100回を迎え、これを以って本懇談会を閉会することと

なった。 

 

(2)開催実績 

  第99回開催 

 時 期：平成25年4月4日(木) 

 講 師：篠沢恭助 氏(公益財団法人資本市場研究会 理事長) 

 テーマ：｢人口減少は国力の衰退｣ 

  第100回開催 

 時 期：平成25年5月17日(金) 

 講 師：石原信雄 氏（一般財団法人地方自治研究機構 会長） 

 テーマ：｢最近の国政の動向について｣ 
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Ⅴ．管理関係事項 

 

(1)理事会に関する事項 

第５回理事会(平成 25年 6月 7日) 

   議題 平成24年度事業報告について 

 平成24年度決算について 

 公益目的支出計画実施報告書について 

 平成25年度収支予算書の変更について 

 平成25年度補助事業の実施について 

 顧問の選任について 

 定時評議員会の招集について 

 職務執行の状況の報告について 

第６回理事会(平成 26年 3月 20日) 

   議題 平成 26年度事業計画書案について 

      平成 26年度収支予算書案について 

職務執行の状況の報告について 

 

 

(2)評議員会に関する事項 

第３回評議員会(平成25年6月24日) 

  議題 平成24年度決算について 

平成24年度事業報告について 

公益目的支出計画実施報告書について 

 

 

(3)経理に関する事項 

補助金関係 

公益財団法人ＪＫＡより競輪公益資金による体育事業その他の公益の増進を

目的とする事業に関する補助金の交付を受けて、事業費の一部に充当した。 

 

以上 

 

- 23 - 


	一般財団法人 国際経済交流財団
	平 成 ２５ 年 度  事 業 報 告 書

